
1

タ

イ

ト

ル

：

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

３

９

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

』

第
一
幕
：
フ
ァ
ニ
ー
な
挑
戦

シ

ー

ン

１

：

奇

想

天

外

な

新

メ

ニ

ュ

ー

（

舞

台

：

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

の

店

内

。

陽

気

な

音

楽

が

流

れ

る

中

、

ト

ム

が

大

き

な

ホ

ワ

イ

ト

ボ

ー

ド

に

新

メ

ニ

ュ

ー

の

ア

イ

デ

ア

を

書

き

殴

っ

て

い

る

）

ト

ム

（

大

興

奮

し

な

が

ら

ホ

ワ

イ

ト

ボ

ー

ド

に

『

冷

た

い

た

い

焼

き

』

と

書

き

込

む

）

「

さ

あ

魚

住

！

つ

い

に

俺

た

ち

の

店

に

革

命

が

起

き

る

ぞ

！

つ

い

に

！

つ

い

に

！

フ

ァ

ニ

ー

な

新

作

が

爆

誕

す

る

！

」

魚

住

（

不

安

げ

に

）

「

ま

た

で

す

か…
…

。

前

回

の

カ

レ

ー

た

い

焼

き

は

ス

パ

イ

ス

が

強

す

ぎ

て

、

店

の

中

が

香

辛
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料

ま

み

れ

に

な

り

ま

し

た

よ

ね

？

お

客

さ

ん

、

涙

目

で

し

た

よ

？

」

ト

ム

（

キ

ラ

キ

ラ

し

た

目

で

）

「

だ

が

、
今

度

は

違

う

！
熱

く

な

い

！
冷

た

い

！

冷

た

い

ん

だ

よ

、

魚

住

！

そ

の

名

も―
―

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

！

」

魚

住

（

驚

愕

）

「

え

っ

、

た

い

焼

き

な

の

に

冷

た

い

ん

で

す

か

！

？

焼

く

ん

で

す

か

？

そ

れ

と

も…
…

？

」

ト

ム

（

得

意

げ

に

腕

を

組

む

）

「

フ

ッ

フ

ッ

フ…
…

秘

密

は

パ

リ

パ

リ

生

地

と

急

速

冷

凍

技

術

さ

！

ア

イ

ス

を

包

ん

だ

生

地

を

絶

妙

な

温

度

で

仕

上

げ

る

こ

と

で

、

表

面

は

香

ば

し

く

、

カ

リ

ッ

と

焼

き

上

が

る

！

だ

が

、

中

身

は

と

ろ

け

る

よ

う

な

冷

た

さ

を

保

ち

、

口

の

中

で

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

が

踊

る

ん

だ

！

」
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魚

住

（

頭

を

抱

え

る

）

「

ま

さ

か

と

は

思

い

ま

す

け

ど…
…

、

ま

た

大

量

の

試

作

を

や

る

パ

タ

ー

ン

で

す

よ

ね

？

」

ト

ム

（

親

指

を

立

て

る

）

「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

！

」

（

魚

住

、

た

め

息

を

つ

き

な

が

ら

も

、

結

局

試

作

に

協

力

す

る

）

第
二
幕
：
試
作
と
苦
難

シ

ー

ン

２

：

試

作

地

獄

（

厨

房

に

て

、
ト

ム

と

魚

住

が

試

行

錯

誤

す

る

。

ホ

ッ

ト

プ

レ

ー

ト

の

上

に

は

、

何

度

も

失

敗

し

た

生

地

の

残

骸

が

散

乱

し

て

い

る

）

魚

住

（

ア

イ

ス

が

溶

け

て

悲

鳴

）

「

ト

ム

！
ア

イ

ス

が

全

部

溶

け

て

流

れ

て

ま

す

！
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バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

が

鉄

板

の

上

で

悲

鳴

を

あ

げ

て

る

！

」

ト

ム

（

真

剣

な

表

情

）

「

ぐ

ぬ

ぬ…
…

や

は

り

通

常

の

た

い

焼

き

の

焼

き

方

で

は

ダ

メ

か…
…

。

生

地

の

焼

き

時

間

を

短

く

し

て…
…

く

っ

、

ま

た

溶

け

た

！

」

（

何

度

も

失

敗

す

る

が

、

よ

う

や

く

完

璧

な

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

が

完

成

）

ト

ム

（

感

動

）

「

魚

住

、

見

ろ

！

表

面

は

黄

金

色

に

輝

く

サ

ク

サ

ク

の

生

地

！

か

じ

れ

ば

薄

い

層

が

パ

リ

ッ

と

崩

れ

、

そ

の

先

に

は

ひ

ん

や

り

ク

リ

ー

ミ

ー

な

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

が

待

っ

て

い

る

！
こ

の

温

度

差

、

こ

の

絶

妙

な

ハ

ー

モ

ニ

ー

、

ま

さ

に

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

の

極

み

だ

！

」

魚

住

（

ヘ

ト

ヘ

ト

）

「

も

う

二

度

と

ア

イ

ス

の

実

験

は

し

ま

せ

ん…
…

」



5

第
三
幕
：
お
客
様
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ンシ

ー

ン

３

：

販

売

開

始

（

店

内

、

客

が

次

々

と

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

を

注

文

）

（

お

客

様

た

ち

の

興

奮

が

最

高

潮

に

達

し

、

店

内

の

熱

気

が

さ

ら

に

高

ま

る

）

客

７

（

感

極

ま

っ

て

崩

れ

落

ち

る

）

「…
…

こ

れ

は…
…

食

の

革

命

だ…
…

！
甘

さ

と

冷

た

さ

、

香

ば

し

さ

と

ク

リ

ー

ミ

ー

さ…
…

正

反

対

の

要

素

が

、

口

の

中

で

シ

ン

ク

ロ

す

る…
…

！

」

客

８

（

涙

目

で

ス

マ

ホ

を

構

え

る

）

「

ち

ょ

、

こ

れ

ラ

イ

ブ

配

信

し

て

い

い

で

す

か

！

？

み

ん

な

に

見

せ

た

い

！

こ

の

衝

撃

の

味

を

伝

え

た

い

！

」
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（

ラ

イ

ブ

配

信

が

始

ま

り

、

コ

メ

ン

ト

欄

が

爆

速

で

流

れ

る

）

視

聴

者

コ

メ

ン

ト

「

え

、

な

に

こ

れ

！

？

」

「

冷

た

い

の

！

？

焼

い

た

の

に

！

？

」

「

見

て

る

だ

け

で

よ

だ

れ

出

る…
…

」

「

場

所

ど

こ

！

？

す

ぐ

行

く

！

！

」

（

店

の

外

に

は

さ

ら

に

行

列

が

で

き

、

近

隣

の

商

店

街

が

ざ

わ

つ

く

）

通

行

人

１

（

興

味

津

々

）

「

な

ん

か

や

た

ら

騒

が

し

い

け

ど

、

何

売

っ

て

る

の

？

」

通

行

人

２

（

興

奮

し

て

）

「

た

い

焼

き

な

ん

だ

け

ど

、

中

が

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

な

ん

だ

っ

て

！

」
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通

行

人

１

「

は

！

？

意

味

わ

か

ん

な

い

け

ど…
…

め

っ

ち

ゃ

気

に

な

る

！

」

（

ど

ん

ど

ん

行

列

が

伸

び

、

店

の

前

は

パ

ニ

ッ

ク

状

態

に

）

（

そ

ん

な

中

、

ひ

と

り

の

母

親

が

店

に

や

っ

て

く

る

）

母

親

（

焦

っ

た

様

子

で

）

「

あ

の

、

す

み

ま

せ

ん

！

こ

の

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

、

ま

だ

あ

り

ま

す

か

？

」

魚

住

（

バ

タ

バ

タ

し

な

が

ら

）

「

は

い

っ

！

今

な

ら

ギ

リ

ギ

リ

間

に

合

い

ま

す

！

」

母

親

（

安

堵

し

て

）

「

よ

か

っ

た…
…

。

実

は

、

家

で

子

供

が

熱

を

出

し

て

て…
…

で

も

食

欲

は

あ

る

み

た

い

で

、

冷

た

い

も

の

な

ら

食

べ

た

い

っ

て…
…

」
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（

ト

ム

と

魚

住

、

少

し

驚

く

が

、

す

ぐ

に

真

剣

な

表

情

に

な

る

）

ト

ム

（

優

し

く

微

笑

む

）

「

お

安

い

御

用

さ

！

特

別

に

、

一

番

冷

た

く

て

甘

い

ヤ

ツ

を

用

意

す

る

よ

！

」

（

母

親

は

深

々

と

頭

を

下

げ

、

た

い

焼

き

を

受

け

取

る

と

足

早

に

帰

っ

て

い

く

）

（

ト

ム

と

魚

住

、

し

ば

ら

く

そ

の

背

中

を

見

送

り

、

ふ

と

顔

を

見

合

わ

せ

る

）

魚

住

（

し

み

じ

み

と

）

「…
…

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

が

、

こ

ん

な

形

で

役

に

立

つ

こ

と

も

あ

る

ん

で

す

ね

」

ト

ム

（

満

面

の

笑

み

）

「

だ

か

ら

こ

そ

、
俺

た

ち

は

作

り

続

け

る

ん

だ

！

最

高

に

フ

ァ

ニ

ー

で

、

最

高

に

美

味

い

た

い

焼

き

を

な

！

」

第
四
幕
：
元
気
に
な
っ
た
子
供
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シ

ー

ン

４

：

翌

日

（

店

内

。

母

親

が

子

供

を

連

れ

て

再

来

店

。

子

供

は

元

気

に

な

っ

た

様

子

）

母

親

（

微

笑

み

な

が

ら

）

「

昨

日

の

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

の

お

か

げ

で

、

食

欲

が

戻

っ

た

ん

で

す

！

今

日

は

本

人

が

直

接

、

お

礼

を

言

い

た

い

っ

て…
…

」

子

供

（

は

に

か

み

な

が

ら

）

「

お

じ

ち

ゃ

ん

、

お

姉

ち

ゃ

ん

、

た

い

焼

き

あ

り

が

と

う

！

す

ご

く

お

い

し

か

っ

た

！

」

ト

ム

（

満

面

の

笑

み

）

「

そ

れ

は

良

か

っ

た

！

じ

ゃ

あ

、

今

日

も

特

別

な

一

匹

を

用

意

し

よ

う

！

」

（

ト

ム

、

華

麗

な

手

つ

き

で

た

い

焼

き

を

焼

き

上

げ

る

。

子

供

は

目

を

輝

か

せ

な

が

ら

そ

れ

を

受

け

取

り

、

一

口

か

じ

る

）
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子

供

（

感

動

し

て

）

「

ひ

ゃ

〜

！

サ

ク

サ

ク

で

冷

た

く

て

、

お

い

し

い

！

」

魚

住

（

微

笑

み

な

が

ら

）

「

ま

た

食

べ

に

来

て

ね

」

第
五
幕
：
子
供
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン

ス
を
披
露

シ

ー

ン

５

：

エ

ネ

ル

ギ

ー

爆

発

（

店

の

前

。

食

べ

終

え

た

子

供

が

突

然

、

動

き

出

す

）

子

供

（

ノ

リ

ノ

リ

で

）

「

な

ん

か

体

が

元

気

に

な

っ

て

き

た

！

」

（

突

然

、
子

供

が

ブ

レ

イ

ク

ダ

ン

ス

を

始

め

る

。

店

の

前

に

い

た

客

や

通

行

人

が

拍

手

喝

采

）
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客

A

「

え

っ

！

？

す

げ

え

！

」

客

B

「

バ

ニ

ラ

ア

イ

ス

た

い

焼

き

の

力

で

こ

こ

ま

で

元

気

に

！

？

」

ト

ム

（

大

笑

い

し

な

が

ら

）

「

ハ

ハ

ハ

ハ

！

こ

れ

ぞ

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

パ

ワ

ー

だ

！

」

魚

住

（

呆

れ

つ

つ

も

苦

笑

い

）

「…
…

う

ち

の

商

品

、

大

丈

夫

？

」

（

大

爆

笑

と

と

も

に

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

へ

）
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